
平成 28年度 多賀城高校特別活動全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態と課題 

・本校生徒は真面目で指導に対

して素直に応じることのでき

る生徒である 

・更なる自主性が必要である 

学校の教育目標 

・個性の伸長（さとく）  自己の可能性の追求 

・人格の尊重（ゆたかに）  社会に奉仕し互いに信頼しあう精神を養う 

・生徒心身の健康（たくましく） 健全な心と体の育成 

特別活動の目標 

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社

会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てると

ともに、人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。 

HR活動の目標 生徒会活動の目標 学校行事の目標 

学級活動を通して、望まし

い人間関係を形成し、集団の

一員として学級や学校にお

けるよりよい生活づくりに

参画し、諸問題を解決しよう

とする自主的、実践的な態度

や健全な生活態度を育てる。 

生徒会活動を通して、望

ましい人間関係を形成し、

集団や社会の一員として

よりよい学校生活づくり

に参画し、協力して諸問題

を解決しようとする自主

的、実践的な態度を育て

る。 

学校行事を通して、望まし

い人間関係を形成し、集団へ

の所属感や連帯感を深め、公

共の精神を養い、協力してよ

りよい学校生活を築こうと

する自主的、実践的な態度を

育てる。 

本年度の特別活動の重点目標 

・学校生活を大切にしながらよりよい学校生活を築き上げる生徒集団の育成 

・集団や社会の一員として他のために力を尽くそうとする社会貢献の精神を養う 

・生徒の自主的、実践的な活動を通して、地域に誇れる学校行事を築きあげる 

家庭･地域等との連携 

・卒業生による社会人講話 

・津波波高標示設置活動 

・貞山公園清掃ボランティア 

・PTA活動や学校評価、学校公開 

各学年の指導の重点 

第１学年 

 集団活動を通して、学校生活に適応し、協力して物事

に取り組む喜びを味わわせながら自己理解を深めさせ､

積極的に活動できる意欲を育む。 

第２学年 

 集団活動の意義を十分に理解し､社会貢献の精神をも

って活動する。また様々な活動のなかで他者の価値観や

個性を理解し、他者を尊重する姿勢を育む。 

第３学年 

 集団活動を通して、自己の能力を発揮し、学級や学校、地域に

貢献しながら、自己実現のための進路を切り開くことができるよ

うにする。 

 HR活動 生徒会活動 学校行事 

重
点
目
標 

１ 望ましい人間関係づくりを通して､よりよい学級生

活を築きあげようとする意欲を高める 
２ 話合い活動を通して、望ましい集団決定や自己決定

をし、実践に取り組む態度を育てる 

３ 人間としての生き方についての自覚を深め、自己を
活かす能力を養う 

１ よりよい学校生活づくりを通して､自発的、自治

的な能力を高める 
２ ボランティア活動等の社会参加を通して､社会貢

献の精神を育む 

３ 全校生徒が生徒会会員としての自覚を持ち、より
よい校風づくりに尽力できる態度を養う 

１ 伝統的な行事に積極的に参加し、自治的な活動を体験する

ことにより自己を生かす能力を養う。 
２ 学年の枠を超えた行事に積極的に取り組みながら、他者と

協力するなどして課題解決方法を学び、集団への所属感や

連帯感を深める 

活
動
の
内
容 

（１） 学級や学校の生活づくり 

  学級開き 
制服着こなしセミナー   
年間 LHR計画作成 

  大掃除 
（２）文化的行事及び健康安全 
  文化祭準備  

クラス Tシャツ作成 
  修学旅行事前指導 
（３）学業と進路 

  進路希望調査   
進路講話 

  先輩の話を聞く会 

 

（１）生徒会の計画や運営 

  スローガン作成(スマホ使用について)  
年間計画作成 

（２）学校行事の企画運営 

  壮行式 交通安全指導 生徒会役員選挙 
  生徒会総会 挨拶運動 立ち番指導 
(３)各種委員会活動 

  広報委員会 保健委員会 防災委員会 
図書委員会 風紀委員会 

（４）ボランティア活動などの社会参加 

  津波波高標示設置活動 
    貞山公園清掃ボランティア 
  ボランティア活動の単位化  

 

（１）儀式的行事 

  始業式、入学式、終業式、卒業式、終了式、離任式 
（２）文化的行事 
  対面式、部活動紹介、文化祭、芸術鑑賞会 

（３）健康安全・体育的行事 
  薬物乱用防止教室、交通安全講和、身体測定、健康診断、

避難訓練、体育祭、球技大会、防災講話(SPP)、ネット被

害防止教室 
（４）旅行･集団宿泊的行事 
  校外活動、修学旅行 

（５）勤労生産･奉仕的行事 
  奉仕作業 資源回収、ボランティア活動 
 

本
校
の
特
色 

・教育目標に基づく志教育の実践 
・総合的な学習の時間を活用しての 3 年間を見通した進

路指導 
・人間関係づくりをねらいとするディベート等の適切な
時間での取り組み 

・東日本大震災の教訓を伝える活動、震災に関係する
ボランティア活動・ワークショップ等への積極的な

参加 
・各委員会の活動を活性化し、生徒会活動の充実を図

る取り組み 

・学校間交流 

・特別委員会による三大行事 
(体育祭、球技大会、文化祭) 

・プロの演奏家や著名人を招いての芸術鑑賞会 
・PTAとの連携による各種行事 
・ESDの観点からの防災教育 

時
間･

組
織 

 内容（１） 内容（２）（３） 

１年 ４時間 １３時間 

２年 ４時間 １３時間 

３年 ３時間 １２時間 

 

・生徒総会は年２回、生徒評議会、各種の委員会は適
宜開催する 

・生徒会役員会は､生徒評議会、各種の委員会の定例
会と同日開催のほか適宜開催する 

・指導は全教師が行う 

１ 年 １６時間 

２ 年 １５時間 

３ 年 ８時間 

 
 

 
 
 

・全校行事の指導者は全教師が協力して計画実施 
・学年行事は､該当学年の教師が中心となる 

評
価
と
改
善 

学級活動（１）～（３）、生徒会活動、学校行事（１）～（５）を内容のまとまりとして「集団活動や生活への関心・意欲・態度」「集団や社会の一員としての思考・判断・実
践」「集団活動や生活についての知識・理解」の三つの評価の観点を設け、それらごとに評価規準を作成して評価する。 

・事前から事後の活動までの過程で、生徒の変容を促す

手だてを講じる。集団決定や自己決定をした内容の実
践の成果と課題を自己評価や相互評価、教師による観
察等で評価し、よりよい実践につなげる 

・適宜、生徒会役員会や各種の委員会が､全校生徒対

象にアンケート調査を行い、活動の見通しと改善を
図る 

・評価結果を分析し、次なる取り組みに活かす 

・事後の感想文や発表会で活動の成果と課題を生徒が相互評価
する 

・担当者が教師対象に企画から事後の事務処理に至るまでのア

ンケート調査を行い、結果を分析し、次なる取り組みに活か
す 

 学年末、年度末の学校評価の評価項目に、特別活動の重点目標、各学年の指導の重点について記載し、全教師、保護者対象のアンケート調査を行い、評価結果を分析し、次な
る取り組みに活かす。 

時代や社会の要請や課題 

・豊かな人間関係の形成 

・社会全体のモラルの低下 

・家庭や地域の教育力の低下 

・社会体験、自然体験の不足 
学校や地域の実態と課題 

・保護者に卒業生が多く、学校

教育への理解と協力がある 

・進路の面で子どもに対する期

待が大きい 

教職員の願い 

・自主的、実践的な態度の育成 

・望ましい人間関係を築く 

・豊かな人間性や社会性の育成 

・自分の将来について主体的に考え行動

できる 保護者の願い 

・地域の拠点校として文武に活

躍してほしい 

・自分の手でしっかりと進路決

定して欲しい 

・各教科との関連 
 全教科等における言語活動の充実 

・道徳との関連 
 道徳的実践の指導の充実、道徳性の育
成にかかわる体験を積極的に取り入
れ、活動そのものを充実させる。 

・総合的な学習の時間との関連 
 学習計画を身につけさせ継続的な学
習サイクルをつくらせる。 

・その他の関連 
元気な挨拶と正しい制服着こなしの励行 

 校内清掃の徹底。 


